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第
１
回
目
と
な
る
森
・
海
Ｈ
Ｕ
Ｇ

く
み
た
い
「
森
を
育
て
よ
う
！
親
し

も
う
！
」
と
題
し
た
活
動
が
６
月
６

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

余
別
小
学
校
児
童
７
人
と
教
職
員
、

漁
協
青
年
部
・
女
性
部
、
町
職
員
な

ど
計
26
人
が
参
加
し
た
こ
の
日
は
、

余
別
町
げ
ん
き
の
森
で
、
平
成
17
年

に
漁
協
青
年
部
が
植
樹
し
た
エ
ゾ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
、
カ
エ
デ
な
ど
の
幼
木
の

下
草
刈
り
を
実
施
す
る
予
定
で
し
た

が
、
小
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
天
候

に
よ
り
、
下
草
刈
り
は
漁
協
青
年
部

の
み
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

児
童
ら
は
余
別
小
学
校
に
会
場
を

移
し
て
、
後
志
森
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

職
員
を
講
師
に
、
樹
種
に
つ
い
て
や

森
林
ク
イ
ズ
な
ど
に
よ
り
森
林
に
つ

い
て
の
知
識
を
深
め
る
学
習
を
行
い

ま
し
た
。

最
後
に
、
空
を
飛
ぶ
種
を
大
き
く

し
た
模
型
を
作
り
、
完
成
品
を
参
加

者
全
員
で
飛
ば
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

今
後
も
、
エ
ゾ
ノ
コ
リ
ン
ゴ
・
栗

な
ど
の
植
樹
や
げ
ん
き
の
森
の
遊
歩

道
整
備
、
秋
の
味
覚
さ
が
し
な
ど
楽

し
い
取
り
組
み
を
た
く
さ
ん
予
定
し

て
お
り
、
活
動
に
は
余
別
地
域
の

方
々
は
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
で
、
自
然
環
境
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

余別町のふれあいの森からサクラマスサンクチュアリー
センター周辺の「げんきの森」を活動拠点に、同地区の町
内会、老人クラブ、小学校、漁協、婦人会などさまざまな
地域団体や町、さらには毎年地域行事等に参加するなど以
前から交流のある北海道大学などで構成。会長は角田拓也
東しゃこたん漁業協同組合積丹支所青年部長。産学官が連
携して恵まれた地域環境を活用し、植樹・育樹活動などを
実施、子どもから大人まで森・川・海の関連性を学び自然
環境への理解と意識の向上を図るとともに、世代を越えた
交流で地域の活性化を目指します。

東しゃこたん漁業協同組合美国支所管内の漁業関係
者や当町に拠点を置くダイバー、東海大学、行政機関
などで構成。会長は神哲治同漁協副組合長。産学官が
連携しながら、密漁監視や磯焼け対策、一般の方を対
象とした漁業・自然体験プログラムの開催など漁業の
持続的発展のため同協議会が中心となって、水産動植
物の成育環境保全、水産資源の適切な保存管理などを
包括的に実施します。
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